
 

 

 

 

  

 
 

 

 

 

 

 

 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～地域ネットワーク～第 6回「すだち」総会 

「心から心へ！理解しあえる、安心感の持てる関係」 

  発 行： 
高次脳機能障がい 
徳島家族会「すだち」 

住 所： 
徳島市新浜町３丁目 

(岩垣方)１－６０ 
電話：088-662-4776 

高次脳機能障がい徳島家族会「すだち」季刊誌    第１4 号（１）  ２０１３年２月１５日 

１月２０日、高次脳機能障がい徳島家族会「すだ

ち」の第６回総会が徳島県立障害者交流プラザ（ボ

ランティア室）で開かれました。 

 ６回目となる総会には、当事者・家族ら２０名と、

顧問の永廣教授の出席のもと１０時に開会しまし

た。三木副会長の開会あいさつで始まり、岩垣会長

から挨拶、続いて永廣先生のあいさつと総会に寄せ

られたメッセージが岩垣会長から代読されました。

(メッセージを頂いた方々は、石元徳島県精神保健福

祉センター所長、NPO 法人どりーまあサービス理

事長の山口浩志氏、徳島大学南川先生)続いて事務局

から一年間の活動報告と、今後の活動案、財政案が

提起され、参加者の全員で確認し、最後に今年度の

役員を確認し終了しました。(会長挨拶、永廣顧問等の

メッセージを２ページ掲載)  今年度の役員、岩垣啓路

（会長）外山秀二（副会長）岩本一男（事務局長）

阿部秀忠、、林裕子の各氏を確認し、閉会の言葉を

外山新副会長が述べて閉会しました。 

 事務局報告では、一昨年３月の東日本大震災によ

る被害は、いまだに避難生活を余儀なくされている

方もたくさんいます。障害者総合福祉法の制定、政

権の交代を踏まえて、一年間の活動報告、財政報告

等が行われ、討論では、昨年開設した会のホームぺ 
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ージを巡っての討論がありました。 

 また、第６回総会に、昨年単身赴任先での

病気で高次脳機能障害と診断され、現在徳島

でリハビリ治療を行っている当事者と家族が

初めて参加していました。高次脳機能障害の

リハビリ訓練の一環として行っている Kさん

の切り絵が総会受け付け横に、急遽作られた

展示場所に展示されており、参加者が「スゴ

イデスネー」と感嘆の声を上げながら、繊細

に作られた作品に感心していました。 

 

お 知 ら せ 

 「たらいうどん」を食べながら香川家族会との懇親交流会を下記の要項で開きますので当事者・

家族の方は積極的に参加し、療養における日頃の悩み等話し合える場と考えています。 

 

    日  時   平成２５年３月１７日(日)１０時現地集合 

     開催場所   たらいうどん「かねぎん」土成町(電話０８８-６９５-２０８１) 

    内  容   香川家族会との懇親交流 

    費  用   ３００円(中学生以下は無料) 

 

 

挨拶する岩垣会長 

 総会であいさつする永廣教授 



 

＝第６回定期総会の開催にあたって＝ 
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家族会の絆を深めて 

==岩 垣 家 族 会 会 長== 

                  この年末年始の寒さは、1 年

前、２年前に比べかなり進ん

でおります。温暖化何するも

のぞと言ったところです。 

 徳島家族会「すだち」も、第６回定期総会を迎え

ることになりました。 その間、徳島大学医学部の

永廣教授をはじめ関係者の方々、賛助会員の方々の

絶大なるご支援とご協力、並びに（一般社団法人）

日本損害保険協会様及び（公益社団法人）阿波銀福

祉基金様の温かい資金助成、それと会員の方々の

並々ならぬご協力とご支援により、当会も６年目に

入ることになりました。 高次脳機能障がいにつき

ましては、テレビや新聞をはじめ、各地で様々な講

習会や研修会を通じて周知が図られ、社会でも少し

ずつ理解、認識が深まってきているように感じられ

ます。 

 他方、障害を負った方々が、それを乗り越えて、

社会で輝かしい実績を挙げた事例も、身近に幾多伝

えられております。 徳島家族会「すだち」では、

２年前から毎月第３土曜日に、定期交流会を開催

し、２０回を数えました。本年もこれを継続し「す

だち」の絆を深めていきたいと思っています。 ま

だまだ県下には、この障害をお持ちの方々が、おら

れると考えられます。 今後とも、この障害につい

て、県下での理解、認識を深める努力を続けますの

で、皆様方の絶大なるご支援、ご協力を、引き続き

お願いいたします。 

  

 

（平成２５年１月２０日） 

 

脳の機能の未知の 

輝きや不思議さに感動 

=永廣家族会顧問= 

新年あけましておめでと

うございます。本年もよろ

しくお願いいたします。 

政権が変わりまた。日本

の経済だけでなく、いろいろな制度や文化、福

祉も良い方向に向いていくことを願い、私自身

も「すだち」の皆様に負けないように、少しで

も行動し新しい事にも挑戦していきたいと思

います。 

 「すだち」のホームページに展示されている

福永さんの切り絵や陶芸作品、安部さんの絵や

デザインなど素晴らしい芸術品を拝見していま

すと、失礼かもしれませんが、脳の機能の未知

の輝きや不思議さに感動を覚えます。私たち医

療関係者は、ともすると障がいの方ばかりに気

をとられ、脳の障がいによって低下した機能、

失われた機能を回復するための、リハビリテー

ションのみに力を入れがちです。もちろん低下

した機能を向上させるリハビリテーションは、

絶対に継続的に必要なのですが、障がいされず

に残されている脳機能や才能、趣味をさらに伸

ばすことも、人間として社会として大事な事だ

と改めて感じます。私自身もたくさんの欠点と、

少しばかりの長所を身に持っています。考えて

みれば、欠点を直そうとすると相当のエネルギ

ーが必要で、痛みを伴い気持ちも少しマイナス

思考になります。一方数少なくても長所を伸ば

すことや趣味を生かすことは、楽しくプラス思

考になります。これは就労や就学に向けた訓練

や活動においても、言えることかもしれません

ね。個性に応じたきめ細やかな配慮や能力開発、

教育が重要だと思います。そのようなシステム

や包容力を持った社会が、真の成熟した社会で

はないでしょうか。 

 大学で医療と研究、学生や若手医師の教育、

さまざまな雑用に振り回されることが多い日々

ではありますが、地道に高次脳機能障がい支援

の活動も続けたいと思いますので、どうかよろ

しくお願いいたします。 

 

 岩 垣 会長 

 永廣教授 

 



 

高次脳機能障がい徳島家族会「すだち」季刊誌    第１４号（３）  ２０１３年２月１５日 

《総会に寄せられたメッセージ》 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

情報源としてのホームページの開設・活用を 

徳島大学大学院ヘルスバイオサイエンス研究部療養回復ケア看護学分野南川貴子 

明けましておめでとうございます。本日は先約がありました、本日はお手紙で失礼させていただきます。 

家族会主催の講演会で、お手伝いさせていただいている時に、たまたま会場近くで張り紙をみてこられた方から「何

十年も苦しんでいたのにこんな会があるのを知らなかった」といわれることが何度もありました。そのような方々のた

めにも、昨年度から皆さんが取り組んでいらっしゃる「ホームページの作成」は、とても大切な課題の一つだと思いま

す。 

ホームページは、世界のどこにいても見ることができます。また、高次脳機能障害の当事者さんや家族の大切な情報源

になり、情報がなく苦しんでおられる方を救う１つの手立てになるとともに、家族会の発展につながるとおもいます。 

また、ブログなどを書くためにパソコンを練習することで、脳にも大きな良い影響をもたらす指先のリハビリにもなり

ますし、必要な情報を手軽に得られる手段に活用できます。また、もっと頑張れば、就業の道に結びつく場合もありま

すので、ぜひ、今後も家族会で進めていっていただければと思います。 

これからも出来る限り一緒に活動させていただこうと思いますので、どうぞ、本年もよろしくお願いもうしあげます。 

 

家族会活動に刺激を受ける 
徳島県社会福祉士会山口浩志 

この度は、家族会「すだち」様の総会が盛大に開催されましたことにお祝いもうしあげます。私もぜひ参加させて頂

き皆様方にお目にかかりたかったのですが業務の都合で参加できず申し訳ありません。 

貴会が設立され、５年が経つそうですが、これまでの間では、岩垣会長様はじめ、お世話人の方や会員の方、又関係

機関の皆様が運営にあたり、情熱をもって取り組まれているお姿は、私たち徳島県社会福祉士会では、いつも大きな励

みとなっておりました。 

平成２０年くらいから、社会福祉士会相談活動委員会としての年間事業計画で、貴会との共同により、定期的な相談

援助活動を取り入れさせていただき、またセミナーへの参加及びお手伝いも、させていただいたりもしました。この活

動は、当会としても初めての試みであり、会員の中で障害者支援業務に携わる者や、こう言ったことに勉強してみたい

と言うメンバーが活動に参加させて頂きました。おかげをもち、今では当会での活動として強く根付いており、また業

務で活かすことができたと言う声も、聞かれるようになりました。今後も本活動は、引き続き取り組まさせて戴きたい

と願いますので、どうか今後ともご指導のほど、よろしくお願いもうしあげます。 

最後になりましたが、貴会の今後のご発展と会員様方及び関係機関の皆様方のご健勝をご祈念申し上げて、ご挨拶に

代えさせていただきます。本日はおめでとうございます。 

 

障がいに偏見や差別のない生きやすい社会を 

徳島県精神保健福祉センター所長石元康仁 

高次脳機能障がい徳島家族会「すだち」が第 6 回総会を迎えられたことを、心よりお慶び申し上げます。 

平成 18 年に障害者自立支援法が施行され、全国的に高次脳機能障害の支援が始まりました。関係者や県

民に高次脳機能障害について知ってもらうため、県下を周り講演してみましたが、当時の徳島には、本当

に何もないと感じたことが思い出されます。平成 19 年 7 月に、徳大の永廣教授が、中核支援施設をお引き

受け頂き少しですが支援が進みました。そして、平成２０年 1 月 27 日には、高次脳機能障害徳島家族会が

結成されました。他の家族会に比べて、短期間に家族会ができたことに驚かされ、皆様の熱意を感じまし

た。その後も、岩垣会長さんをはじめ、会の皆様には、大変たすけられておりますこと、この場を借りて

お礼申し上げます。一般の県民の方々に障害を正しく理解していただくには、私のような専門職が話をし

ても限界があります。明るく、誠実に、生き生きと活動されている当事者やご家族の姿を、自分の目で、

直接見て頂くことが一番の説得力です。どうぞ今後とも、障害を持つ県民が当たり前に暮らしていける、

偏見や差別のない徳島、だれもが暮らして生きやすい社会の実現にご協力をお願い申し上げます。 

高次脳機能障害徳島家族会「すだち」のご発展をいつもお祈りしています。この度はまことにおめでと

うございます。 

 

高次脳機能障がい徳島家族会季刊誌 

Е̱  
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活 動 経 過(第 6 回総会) 

1) 定例月交流会の開催状況 

  昨年に引き続き、定例交流会議を第三土曜日

と確認し、毎月１０時から２時間の交流会議

を開催してきました。今期も毎回半数以上の

会員さんの出席があり、充実した定例交流会

を開催し、会員間の情報交換の場として一歩

づつではありますが前進しているものと思っ

ています。今後も日時の設定、交流会内容の

工夫を考え当事者・家族が参加しやすい状況

を作り出すことも必要だと思います。各定例

交流会議の内容を以下報告します。 

① 行政機関に望むこと 

第１回目は(２月１９日) 第２回目(３月１7

日)の交流会は、障がい者交流プラザで開催、行

政機関、その他障がい者支援機関に対する要望に

ついての意見、問題点等を出し合い協議を行いま

した。 

又、家族会ホームページ開設についての協議、障

がい者自立支援法の改正等について学習を行い

ました。 

② 要望事項の集約 

第３回目は、４月２１日に開かれ、２月、３月に

協議された関係機関への要望の集約協議が行わ

れ、8項目１１事項にまとめ県当局に説明を求め

て行くことにしました。(要望項目は後記) 

③ ホームページ開設に向けて 

第４回目は、５月２0 日に障がい者交流プラザ

ＯＡ教室で、家族会「すだち」のホームページ開

設を前に、パソコンの操作方法を学習しました。 

④ 要望事項のまとめ 

第５回目は、６月 16 日に開かれ、家族会ホーム

ページ開設の時期、家族会要望に対する県への申 

 

し入れ、県から要望事項に対しての説明日程の報告、

合わせて就労、就学等に対する会員か 

⑤ 要望内容に対する県担当者との懇談報告 

第６回目は、７月２１日に開かれ、6 月２９日に徳

島県健康増進課課長補佐による家族会からの要望内

容に対する説明があったことを報告。 

次回の定例交流会を「活かす品物持ち寄り交流会」に

することを協議 

⑥ 活かす品持ち寄り会 

第 7回目は、８月 18日に開かれ、活かす品物持ち寄

り交流会を開催、家庭で使われずに眠っている食器、

書籍、衣類等を持ち寄り会員で必要とする者に使用し

てもらいました。当日の協議事項は９月香川交流会へ

の取り組み、富山で開催される全国大会への協議、高

次脳機能障がい者に対する医科歯科連携プレー策定

検討会、四国言語聴覚学会への参加等の協議が行われ

ました。 

⑦ 香川家族会でのカレーライス交流会参加 

第８回目の９月会議は、かがわ脳外傷友の会「ぼち

ぼち」からの家族会交流会の呼びかけがあり、９月定

例会議を中止し、かがわ総合リハビリテーションセン

ターで開かれた合同の交流会に参加、当事者が中心と

なってカレーライスを作り全員で会食、交流をふかめ

ました。[9 月 9 日(日)香川総合リハビリセンター] 

⑧ 新会員さんを迎えて 

第９回目は１０月２０日開催、すだちホームページ

のアドレス等の確認と、会員間の自主交流、リハビリ

テーション講習会の徹底、９月香川家族会との交流会

報告等が行われました。 

 
 

 昨年の香川家族会との交流会 
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⑨ 日本損害保険協会助成事業「徳島高次脳機能障

がいリハビリテーション講習会」 

   第１０回目は、１１月交流会は、高次脳機

能障がいリハビリテーション講習会を１１月

１７日に開催することで定例交流会は開催を

中止しました。 

⑩ リハビリテーション講習会のまとめ 

第１１回目は、１２月１５日開催、家族会ホーム

ページ開設と操作の手順、リハビリターション講習

会のまとめ、阿波銀行福祉基金の活用、２５年度の

行動予定等が協議されました。 

 

２)徳島高次脳機能障がい 

リハビリテーション講習会 

１１月１７日(日)高次脳機能障がい徳島家族会

(すだち)主催の徳島高次脳機能障がいリハビリテ

ーション講習会が、徳島大学医学部臨床第二講堂

にて当事者・家族会をはじめ医療関係者等１４０

名余りが参加し開かれました。なおこの講習会は

(社)日本損害保険協会の助成事業として開催さ

れ、合わせて徳島県社会福祉士会、徳島県医療ソ

ーシャルワーカー協会、徳島県精神保健福祉士協

会、徳島県社会福祉協議会の後援を得て開催され

ました。 

  講習会は、永廣徳島大学脳神経外科教授のあい

さつに続いて、「小児の高次脳機能障がい・その理

解と対応」と題して栗原まな氏、(神奈川県総合リ

ハビリテーションセンター小児部長)の講演があ

り、講演 2「高次脳機能障がいと残された課題」

と題して中島八十一氏(国立障がい者リハビリテ

ーションセンター学院長)の講演が行われました。 

  栗原先生は、高次脳機能障がいの症状、小児の

高次脳機能障がいの特徴、発達障がいに伴う高次

脳機能障がい者、一人一人症状がちがう、日によ

って症状がちがう、回復に伴い症状が変化して行

く、健康だった時の記憶等後天性脳損傷のこつと

する講演がありました。 

また中島先生からは、高次脳機能障がい支援モデル

事業開始から全都道府県に支援拠点機関設置、障害

者基本法の改定、障害者総合福祉法の制定する支援

制度の経過、高次脳機能障がい支援プロセスとして

連携したケアーの必要性、就労・就学支援などが話 

され、制度があっても利用できるサービスが不足す 

ることなど症状に対する対応について、脳損傷家

族・当事者の運動・家族会の大切さが話され、各演

題発表後に、参加者から講演者への質疑も行われま

した。講習会参加者は高知、愛媛、香川からも２６

名の参加がありました。当事者は８名、家族２２名、

行政担当７名、医療関係６４名、他１４名でした。 

 

３)脳外傷友の会第１２回全国大会  

 地域ネットワーク「心から心へ！理解しあえる安

心感の持てる関係」をスローガンに日本脳外傷友の

会第１２回全国大会が、９月２９富山国際会議場(富

山市)に３００人を超す会員、関係者が集い開催され

ました。全国交流集会が大会前日の２８日の夜富山

第一ホテルで開かれました。 

 前日２８日夜の交流集会では、富山の代表的な盆

踊り、「おわら風の盆」踊りが披露されました。 

 第１２回大会は開催県代表で大会実行委員長の山

加代子氏の「富山にようこそ」とする挨拶に続いて

富山大学長、東川氏等来賓のあいさつに続いて２４

年度当事者活動奨励賞が川島順子氏(神奈川脳外傷

友の会)、篠原和也氏(東京脳外傷友の会)、北村龍一

氏(長野準会員)、松本芳彦・ 美子氏(和歌山脳外傷

友の会)の４氏に送られました。 

大会第一部として、「後天性脳損傷児童・生徒の教育

現場での支援について」と題して三輪善英氏(文部科

学省初等中等教育局発達障がい者専門官)の基調講

演があり、続いてシンポジウムでは、橋本圭司氏(独

立行政法人国立成育医療研究センター・リハビリテ

ーション科医長)による特定非営利活動法人高次脳

機能障がい支援ネットと題した提起。太田玲子氏(千

葉県高次脳機能障害支援センター長)からの高次脳

機能障がい者支援情報マップ作成事業について。阿

部順子氏(岐阜医科大学保健科学部看護学科教授)か

らこれまでの高次脳支援事業の成果と今後として発

言。それに野村忠雄富山高次脳機能障がい支援セン

ター長、大坪護日本損害保険協会自動車・海上グル

ープリーダーらのシンポリストとして発言し討論が

行われました。 

大会第２部としては、栗原まな氏(神奈川県総合リ

ハビリテーションセンター小児科部長)から「小 

児の高次脳機能障がい・小児期から青年期への変 

昨年１１月開催リハビリ講習会 
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５) 社会復帰・就労・就学に向けて 

 高次脳機能障害を持ちながら、社会復帰に向け

訓練に励んでいる当事者、それを抱え、支え励ま

しあいながら訓練で取り組んだ成果がたびたびマ

スコミでも取り上げられました。内容は福永会員

さんが訓練のために取り組んだ手工芸の内容を紹

介したものです。 

 一月には損保協会が開いた四電プラザギャラリ

ーでの展示会、三月には徳島大学病院ロビーギャ

ラリーでの展示で訓練作品の公開展示、そうした

内容が新聞でも報道されました。 

６) 季刊誌の発行 

 今期機関紙の発行は、１２号( ３月１日)、１３

号(１０月１日)の２回の発行にとどまりました。 

 

４)９月定例交流会議 

香川カレーライス交流会 

９月９日(土曜日)香川総合リハビリセンターで

開かれ、高次脳機能障がい香川家族会「ぼちぼち」

主催の「カレー作り交流会」に徳島家族会からも

当事者、家族ら１５名が参加し、一緒にカレー作

りに挑戦し、出来上がったカレーを参加者全員で

戴いた後、当事者と家族に分かれての懇親交流会

がひらかれました。 

 当事者は障がいの治療、療養と就労の悩み等を

話し合いましたし、当事者を抱える家族は、家族

としての悩みや、支援の在り方について話し合い

が行われました。カレー作りから懇親交流会まで、

一日有意義な交流が行われまし 

遷」と題した基調講演があり、当事者家族から、～

心から心へ伝えるメッセージ～体験児の高次脳機

能障がい・小児期から青年期への変遷」と題した基

調講演があり、当事者家族から、～心から心へ伝え

るメッセージ～体験発表がありました。 

私たち家族と、息子の６年間(坂田氏)、後天性脳損

傷の子供を持つ親の立場から～９年の歩み～(大野

氏)があり、続いてシンポジウムⅡでは、心から心

へ理解しあえる安心感の持てる関係と題して白山

晴彦氏(徳島大学大野教授)、医師の立場、当事者家

族の人生そして未来へとして柴田孝氏(富山県済生

会富山病院脳神経外科医長)、就職したい「Y さん」

との３年間として木田裕子氏(福井県高次脳機能障

がい支援センター支援コーディネーター)、当事者

として自分の体験から三部庫造氏(脳外傷友の会高

志)をコーディネーターとして行われました。 

 最後に次のような大会アピールを発表し終了し

ました。 

(全国大会アピール) 

今年ロンドンで行われたオリンピックでは日本選

手のメダル獲得数が過去最多となる大活躍で、私た

ち国民は大きな元気をもらいました。メダルを手に

した選手の誰もが、多くの国民の支援に感謝してい

る言葉を口にしました。このことは昨年３月１１日

の東日本大震災、「共生社会」の大切さを日本人の

誰もが感じているからだと思います。 

 ７月に障がい者自立支援法が改正され、来年春に

「障がい者総合支援法」が施行されます。サービス

内容の充実や支給決定手続きの改善など多くの課

題が軒並み先送りされました。一方、日本の財政と

年金・医療の保険財政の窮迫は限界にきており、今

後の福祉行政にも大きな影響を及ぼすことは避け

られません。障がい者が住みやすい社会の実現に

は、「共生社会」を念頭にした施策が必要であり、

支援が隅々まで行き渡るには全国家族会の活用を

検討することが最良の選択になると信じています。 

 参加会員が５４団体の連合組織となった脳外傷

友の会全国大会において、私たちは次の３点を強く

アピールします。 

1,本大会のテーマとなった小児高次脳機能障がい

への理解をすべての学校に徹底する施策を行い、復

学、就学への支援体制の構築を求めます 

2、高次脳機能障がい支援拠点機関と家族会が連携

し、地域に相談支援体制を確立してください。 

3、私たち家族会は、さらに理解を広める活動を積

極的におこないます。関係する行政機関と連携し

て、谷間の障害となっている高次脳機能障がい者が

社会に参加し、自信を持って生きていけるような支

援の推進を求めます。 

 私たち家族会は現在内閣府で検討されている障

がい者の制度改革に強い関心を持っています。誰も

が平等に住みやすい「共生社会」が実現することを

願い、ここ富山に集まった全員の大会アピールとし

ます。. 

 



 

高次脳機能障がい徳島家族会「すだち」季刊誌    第１4 号（７）  ２０１３年２月１５日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2、会員間の懇親交流会を開催。 

1)レクレーション、食事会と合わせた会員の懇親

交流会を春、秋の年２回企画して行きます。どこ

で、何を企画するかについては、その都度実行委

員会を設置し取り組んでいくことにします。 

2) 地域会議の充実 

各斑の会議、交流の場を企画し、地域での相談活

動、会員間の交流を図っていくことにします。 

3) 全国会への積極参加、 

①全国会議には、準会員資格で加盟しています。

徳島家族会の意見、要望を伝えるために、全国

会主催の行動、会議に積極的に参加します。 

②全国会議主催の動、会議に参加しやすいよう 

に、参加出席者に、会として費用面で支援をする 

事にします。 

ⅰ、全国大会開催 

２０１３年の脳外傷友の会全国大会の開催は大分

と決定しています。 

ⅱ、今年４月に「第３回ケアリングコミニュティ

神奈川」が横浜市で開催。 

3、関係行政機関等との懇談会を充実させて

行くことにします。 

1)  家族会として、行政に対する要望、意見を集

約し、県を始めとして関係行政 

 機関に懇談を申しいれる。(高次脳機能障がいの

啓蒙と支援の充実) 上記行政機関の他、医療機関、

障がい者支援施設等にも懇談を申し入れることに

します。 

 

今後の取り組みに 

1、交流会議の開催と内容の充実 

1)  今年も引き続き「定例交流会議を設定し集ま

りやすい状況を作り出す。」ことを第一課に題上

げて毎月の開催に努めて行くことにします。会

員に対しての、開催日時の定例化はある程度浸

透してきていると思われますので、毎月、第３

土曜日の１０時～１２時までを定例家族会の時

間として交流会議の定例化を進めて行くことに

します。 

  二月( ２月  ２日)   三月(３月１7 日) 

  四月(４月２０日)     五月(５月１８日) 

  六月(６月１５日)     七月(７月２０日) 

  八月(８月１７日)     九月(９月２１日) 

  十月(１０月１９日) 十一月( １１月１６日 

  十二月(１２月２１日)        

2) 定例会会場は、同一会場を確保します。都合

により確保できない場合は、事前に会員の皆さ

んには代替会場を連絡することにします。 

3) 定例会日において、特段の事案協議がある場合 

は事前に連絡します。 

4) 定例会にあわせて、役員会議も定例化して行

くことにします。 

5) 交流会議を定例化することにより、高次脳機

能障がいについての相談の場にします 

6) 定例会には、新しい人でも参加できやすい環

境を整備、また、いろいろな自発的な訓練、習

い事も取り入れていくことにします。 

7) 障がい者に係わる制度の学習を企画します。

学習会には、専門家へ協力を求めて行くことに

します。 

 

７) 役員会議・・・定例交流会と合わせての開 

催と、必要により随時開催し、運営を図ってきま 

した。 

８) 支援共同の取り組み 

  ①三好保険所主催高次脳機能障害講習会参加 

３月１日と７月２３日に開催。 

②第２回脳損傷ケアリングコミュニティ学会 

４月１４日１５日(秋田開催) 

③四国言語聴覚学会７月２２日 

④高次脳機能障害医科歯科連携プレー策定検

討会７月２６日 

⑤高次脳機能障害支援関係者研修会１２月 8

日 

 

  

切り絵(加藤さんの訓練作品) 
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資 料 

[２４年行政機関への要望事項] 

    高次脳機能障がい者及びその家族に対する支援の要望事項 

１、 高次脳機能障がい者に対する具体的支援内容（療養、介護、就労、就学等）の説明を要望します。 

① 高次脳機能障がい者を対象とした訓練所を整備して、社会復帰(就労・就学)支援の充実をを要望します。 

② 高次脳機能障がい者が経済的に自立できる就労場所の確保を要望します。 

③ 高次脳機能障がい者の自立援助支援として（習字、絵画、写真、料理、写経、パソコン等）できる施設と指導

者配置を要望します。 

２、 障がい手帳発給の３区分の一本化を要望します。 

① 各手帳保有と障害の関係(性格と目的)について 

② 当面高次脳機能障がい者に対して脳障がい者手帳の新設を要望します 

３、 高次脳機能障がい者が一貫して、治療が受けられる施設整備を要望します。 

４、 高次脳機能障がい者の医療費等、支援，助成について家族の所得に関係なく障がいの実態にあった支援を要望。 

５、 県発行の高次脳機能障がいのリーフレットを市町村窓口にも配備してより活用を図って頂くことを要望します。 

① 行政福祉担当者に対して高次脳機能障がいに対する講習会等を企画し、理解を深め窓口配置を要望します。 

６、 高次脳機能障がいの専門の医療施設の創設を要望します 

① 高次脳機能障がいについて、医学的な研究を積極的に進めていくことを要望します。 

② 高次脳機能障がい者の主治医が変更になった場合、症状、治療内容等の正確な引き継ぎ業務を行い患者に不安

を与えないよう十分な配慮を要望します。 

③ 高次脳機能障がい者の社会参加が困難と判断する時期は、発症後どのくらいの期間を要するのか、そうした判

断をした場合医療機関として、当事者家族に適切なアドバイスを要望します。 

④ 高次脳機能障がいのリハビリ指導員制度(在宅)の創設を要望します 

⑤ 高次脳機能障がい者のショウトステーの受け入れ態勢の充実を要望します。 

７、 高次脳機能障がいの障がい認定基準を策定し、障がい年金制度を要望します。 

８、 高次脳機能障がい者に対する災害等緊急時の連絡手段にたいする援助を要望します。 

 

ホームページの活用と操作について 

 2 月 2 日(2 月の家族会交流会日)家族会交流会では、パソコンホームページの活用について、講師を招

いて操作方法を学びました。コンピーターの電源入れから始まり、マウスの操作方法と、2 時間と限ら

れた時間内に、家族会のホームページ上の掲示板の操作方法を学習しました。当日障がい者プラザ OA

教室で各自パソコンを前に必死に講師の話に耳を傾けていました。掲示板上に書き込み練習することだ

そうです。頑張りましょう 

 

2) 関係行政機関等との懇談時の事案とし

ては、「親無き後の対策」を要望項目に入れ

て懇談することにします。 

このために在宅介護、施設介護等のあり方、

制度について学習を強めることにします。 

又、就労、就学対策等の要望事項について

も会員からの聴き取り調査を実施し集約し

ていきます。 

 

 

 

 

②就労・就学対策等要望事項についても、

会員からの聞き取り調査を実施し集約をし

ていくことにします。 

4、季刊誌の発行 

季刊誌「すだち」を３月、７月、１１月の

定期発行とします。 

期間中特記すべき事案については号外を発

行します。 

毎月の交流会の情報を会員さんに伝える工

夫をします。(会員から情報提供) 

 

4、季刊誌の発行 

 季刊誌「すだち」を 3 月、7 月、１１月の定期発

行と、期間内に特記すべき事案については号外を発

行していきます。毎月の交流会議の情報を会員に伝

える工夫をしていきます。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


